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今年の夏も猛暑となりました。皆様、つつがなくお過ごしでしょうか。 

水分補給、適切な室温管理などの心がけて頂き熱中症には十分お気をつけ下さい。 

さて、2月の選挙で初当選させて頂いてからはや6か月が経ちました。 

3月、６月と2回の本会議を終え、議員としての毎日もだいぶ慣れて参りました。

しかし、日々の業務は多岐にわたっており、勉強の毎日でございます。  

「まだ新人だから…」 

このような甘えは当然許されるものではありません。 

日々、精進することを忘れず人格の向上に努め、地域の為にそして各務原市が 

より安全・安心な街になるよう取り組んで参ります。 

今後もご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。 

8月8日、9日の2日間、各務原市議会政和クラブが主催する 

市政対話集会が開催されました。 

本年度からスタートした事業を中心に市政報告と共に、事

前に準備させて頂いた２つのテーマ｢高齢者がげんきでい

るために｣｢現役世代に魅力あるまちにするには｣について、

グループディスカッション方式で意見交換を行わせて頂き

ました。多くのご意見を頂き、充実した90分間となりまし

た。少子高齢化に伴う人口減少が加速する昨今、より魅力

ある都市作りは必須の課題となって参ります。今回の対話

集会では様々なヒントを頂くことができました。 

有難うございました。 

↑鵜沼福祉センターでは、約50名の参加があり 

貴重なご意見をたくさん頂きました！ 

有難うございました！ 

7月24日、25日の2日間（両日同じスケジュール）、第1回大竹大輔を

育てる会研修会を開催させて頂きました。第1回目は、テーマ「元

気！」を掲げさせて頂き、ちこり村、馬篭宿、恵那川上屋を視察さ

せて頂きました。 

ちこり村では、休耕農地の活用や60歳以上の方の積極的な雇用など

の説明を頂き、地域の元気には何が必要であるかを学ばせて頂きま

した。また、馬篭宿では、当市が有する鵜沼宿のさらなる発展に繋

がるヒントはないか？を念頭に視察をさせて頂きました。 

恵那川上屋は、和菓子の概念にとらわれない様々な商品に楽しいひと

時を過ごさせて頂きました。 

平日にもかかわらず、多くの皆さまにご参加頂き心より感謝致します。

研修会は年3～4回程度開催する予定です。 

ご多用とは存じますが、第2回も是非ご参加の程、宜しくお願い致し

ます。 

（第2回は11月下旬を予定しております。） 

↑ちこり村大研修室にて。皆さん真剣な眼差しです！ 

第

幕を開けた第

補正予算をはじめとする

では、

大竹大輔の一般質問

 

問

答

今後も、児童生徒に対し、より一層安全・安心な給食を提供する為、最善を尽くす。

 

問

答

非常に大きな役割を担っている。本市では、母子自立支援員を

また、養育費分担や面会交流など専門的知識を必要とする相談については、法律相談窓口を紹介するや、民生

委員児童委員と連携した相談を行うなど、ひとり親家庭の支援の充実に努めている。

 

少子高齢化に伴う人口減少に対して取り組むことは、各務原のみならず各地方自治体の必須の課題です。未来を

担う子どもたちに対して具体的な行動を示すことが大切であると考えます。

                 


